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会
務

報

告

　

　　

篤

第
二
回
綱
紀
委
員
会

日

時

昭
和
44
年
4
月
26
日
午
後
2
時

と
こ
ろ

札
幌
市
大
通
西
龍
丁
目
-
第
一
ホ
テ
ル

出
席
者
渡
辺
会
長
･
蔭
山
副
会
長
、メ湘幻郷
揃メハ
メ
覊
呵報
、

作
田

肇
、
中
川
悦
男
、
石
田
宏
二
、
松
本
又
蔵
、

丹
羽
繁
･
三
井
隆
信
･
池
田
寅
次
郎
方
言三
浦
武
雄
･

ノ
廣
川
隆
志
ソ
J日
向
寺
正
幸
･
常
見
庄
司
･

報
"

′
事
務
局
2
人

会
【
議

事

.
!
′

士

1
、
小
城
委
員
長
挨
拶

行
政
書
士
会
が
法
第
倦
条
の
2
項
及
び
会
則
第
2
条
の

書
一

目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
自
主
的
且
団
体
的
に
責
任
を
も

放

っ
て
そ
の
業
務
を
積
極
的
に
行
な
う
と
し
て
も
、
当
該
行

行

政
書
士
会
を
構
成
す
る
会
員
の
一
人
-人
が
夫
々
の
立
場

道

に
お
い
て
、
法
又
は
法
に
基
づ
く
命
令
並
び
に
会
則
に
定

め
ら
れ
た
規
律
の
遵
守
、
品
位
の
保
持
、
行
政
書
士
会
目

　

　

体
の
秩
序
の
維
持
に
積
極
的
に
努
め
適
正
な
業
務
の
取
扱

北

い
と
品
位
の
保
特
に
努
め
な
け
れ
ば
、
た
と
え
行
政
書
士

会
の
業
務
の
執
行
が
如
何
に
適
正
に
な
さ
れ
た
と
し
て

も
、
そ
の
業
務
執
行
は
何
等
の
効
果
を
現
わ
す
も
の
で
な

く
、
む
し
ろ
徒
ら
に
役
員
及
び
そ
の
業
務
担
当
者
の
み
が

労
を
重
ね
る
結
果
と
な
り
、
行
政
書
士
会
の
設
立
目
的
で
,

あ
る
会
員
相
互
の
緊
螢
な
る
結
合
は
も
と
よ
り
、
会
員
の

【日o

品
位
保
持
及
び
そ
の
業
務
の
改
善
進
歩
を
図
る
た
め
に
な

月

き
れ
る
業
務
の
執
行
に
つ
い
て
も
対
外
的
に
信
用
を
美
ぅ

杵

結
果
と
な
り
、
行
政
書
士
会
の
存
在
自
体
が
無
意
味
と
太

4

る
お
そ
れ
も
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
斯
牒
な
事
態
は
会
に
あ

か
　　　　　　　　　　　　

昭和44年 5月20日

ホ
、
“報
国
｢滝
で
ト
つ
い
て

会
尋
蕗
…所
ヱ内
』掲
示
)

必
ヂ
事
務
所
内
に
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(法
第
9
条
第
3
項
に
よ
る
)

へ
、
帳
簿
の
備
行
及
び
保
存

(法
弟
噂
条
第
2
項
に
よ
る
)

ト
、
非
行
政
書
士
の
取
締
り

(法
第
旧
条
第
i
項
第
2
項
に
よ
る
)

法
第
旧
条
第
ー
項
第
2
項
に
就
い
て
本
会
と
し
て
も

嶺
底
的
に
調
査
し
積
極
的
に
運
動
す
る
こ
と
に
努
力
す
‐

　　
　

以
上
に
就
い
て
意
見
を
交
換
し
結
論
を
得
た
。

3
、
会
長
挨
拶

綱
紀
委
員
会
の
活
動
に
よ
り
本
日
の
会
議
の
結
論
を
実

行
し
本
会
の
発
展
を
期
す
。

4
、
閉

会

野
崎
幸
委
員
長
職
務
代
行
者
は
労
を
ね
ぎ
ら
い
閉
会
の

挨
拶
を
述
べ
る
。

◎
日
本
行
政
書
士
会
連
合
会

定
時
総
会
状
況

海

一
、
と

き

昭
和
44
年
5
月
19
日

北

一
、
と
こ
ろ

京
都
市
左
京
区
宝
池

国
立
京
都
国
際
会
館

一
、
議

案

①

昭
和
43
年
度
事
業
報
告
の
件

②

昭
和
43
年
度
収
支
決
算
報
告
の
件

③

昭
和
44
年
度
事
業
計
画
案
承
認
の
件

④

昭
和
44
年
度
予
算
案
承
認
の
件

総
会
会
場
は
我
が
国
が
世
界
に
誇
る
国
立
京
都
国
際
会
館

で
行
な
っ
た
。

号

北
海
道
会
か
ら
の
出
席
者
は
左
記
の
通
り
。

熱

渡
辺
会
長
(日
行
連
副
会
長
)、
藤
山
副
会
長

(日
行
連
常

任
理
事
)、
代
議
員
犬
飼
竹
治
、
成
田
正
幸
(以
上
札
幌
)、黒

島
宇
吉
郎
(函
館
)、
荒
慶
次
郎
(旭
川
)、
村
瀬

茂
〔十

道 行 政 書 士 会 報

事
前
に
、
会
員
の
綱
紀
保
持
に
積
極
的
な
措
置
を
講
ず
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
過
般
全
会
員
よ
り
以
上
の
意
味
で

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
資
料
に
よ

り
綱
紀
委
員
会
の
活
動
方
針
を
検
討
し
た
い
。

◎
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
左
の
通
り
。

北
海
道
行
政
書
士
会
員
の
日
常
業
態

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
調
査

(昭
和
鍋
･4
)

八
二
八
発
送

回
答
四
五
九
(五
五
%
)

う
ち

四
五
〇
統
計

①

掲
出
看
板
に
つ
い
て

事
務
所
内
;
:
:
.九
八

ー
、
出
し
て
あ
る

一
枚
:
!
:
三
二
五

"

外
:
:
二
四
八

二
〃
:
!
!
七
八

〃

内
外
:
:
:
六
四

三
“
!
!
!
ユ
ハ

計

四
一
○
(九
一%
)

四
"
:
!
:
:
÷

イ
、
行
政
書
士
の
名
称
あ
る
も
の
!
当

一
九
(七
0
%
)

ロ
、
他
の
名
称
の
も
の
:
!
:
:
･;
:
:
!
三
三

(七
%
)

ハ
、
無
記
入
:
:
:
:
:
↓
:
"
!
;
;
!
五
九

2
、
出
し
て
な
い

:
:

･:
!
.:
!
:
:
,.:
三
九

(
八
%
)

3
、
全
く
無
記
入
･:
･;

:
:
:
･･:
･:
･ー
:

一

合
計

四
五
0

②

補
助
者
に
つ
い
て

1
、
お
い
て
あ
る

一
名
..:
..!
八

一

二
名
!
ー
:
･
三
一

三
名
!
.;
!
1
五

四
名
･.!
!
.:
÷

五
名
:
!
!
‘:
:
二

六
名
:
!
!
,:
÷

二
一
名
･;
:
!
:
:
一

計

一
〇
三
(二
三
%
)

イ
、
届
け
て
あ
る
i

!
,ー
!
:
."
ー
,.六

0
(
一
三
%
)

ロ
、
届
け
て
な
い
･:
･:
!
:
･･!

ー
･二
七

(六
%
)

ハ
、
無

記

入
i
!
!
!
!
!
!
!
一
六

計

一
〇
三

2
、
お
い
て
な
い
!

･↓
･!
‘!

･!
ム
ニ
四
0
(七
五
%
)

無
記
入
!
"
:
↓
!
:
i
'
l
l
:
も

合
計

四
五
○

こ

･

、

に

名
捺
印
)

◇

③

書
類
の
作
成
に
つ
い
て
(末
尾
に
署
名
捺
印
)

　　
　
　
　
　
　　
　
　　　　　　
　　　
　　　　
　
　　

　
　
　
　　
　
　

　　

全
員
館
内
見
学
の
あ
と
、
午
後
2
時
よ
り
開
会
、
種
本
副
会

長
開
会
の
辞
、
会
長
の
挨
拶
、
来
賓
の
京
都
府
知
事
、
京
都

市
長
、
京
都
府
議
会
議
長
、
田
中
伊
三
次
衆
議
院
議
員
、
自

治
省
大
久
保
係
長
、
八
木
社
会
保
険
労
務
士
制
度
管
理
室
長

よ
り
夫
々
挨
拶
が
あ
っ
た
。
正
副
議
長
、
議
事
録
署
名
人
指

定
後
、
議
案
審
議
に
入
る
。

激
し
い
応
酬
の
中
に
も
、
な
ご
や
か
に
審
議
、
総
て
原
案

通
り
承
認
可
決
し
た
。
･

尚
、
八
木
室
長
の
挨
拶
の
中
で
社
会
保
険
労
務
士
免
許
交

付
に
つ
い
て
ふ
れ
要
旨
は
左
の
通
り
で
あ
っ
た
。
免
許
証
は

印
刷
中
で
あ
る
が
5
月
22
日
か
23
日
頃
印
刷
完
了
の
予
定
、

氏
名
記
入
等
の
作
業
が
あ
る
の
で
6
月
20
日
頃
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
了
承
し
て
欲
し
い
。
尚
免
許
の

日
付
は
6
月
ー
日
と
な
る
と
の
こ
と
を
付
け
加
え
た
。

‘′そう

支
部
だ
よ
り

旭
川
支
部
総
会

日

時

昭
和
44
年
3
月
21
日

午
後
2
時

と
こ
ろ

旭
川
市
高
砂
台
、
ス
カ
イ
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

出
席
者

旭
川
支
部
会
員
約
幼
名

来

賓

上
川
支
庁
総
務
課
行
政
係

大
松
氏

北
海
道
行
政
書
士
会
会
長

渡
辺
慶
吉
氏

議

事
ー
、
開
会
宣
言

永
沼
氏

2
、
荒
支
部
長
開
会
挨
拶

3
、
北
海
道
行
政
書
士
会
長
挨
拶

4
、
議
長
、
副
議
長
の
選
任
は
支
部
長
指
名
と
決
定
し
、
平

田
喜
久
丸
氏
を
議
長
に
、
西
川
正
信
氏
を
副
議
長
に
指
名

さ
れ
議
長
席
に
着
席
。

5
、
管
内
物
故
者
の
冥
福
を
祈
る
た
め
黙
祷
。

増
鮠鴬鬘
灘
崎
鰤
鞭
熟
議
も跳
ぶ
熟
議
趣
きを
もぎ
雑
誌
鯰
謡
事な

さ
彗
礬畿ち磧
藍
y
匙
ゞ
≦
そ
ぎ
ゞ
≦

‘

ハ
、
無
記
入
↓
:
;
↓
:
!

:
:
!
:
:
!
!
÷

三

合
計

四
五
0

④

報
酬
額
に
つ
い
て
(事
務
所
内
掲
示
)

イ
、
し
て
あ
る
:
:
!
:
:
!
!
:
!

:
:
四
〇
六
(九
0
%
)

ロ
、
し
て
な
い
:
!
!
:
:
!
:
:
↓
-

-
ユ

ニ
七

(
八
%
)

ハ
、
無
記
入
!
!
:
!
:
!
ー
!
:
;
ー
!
七

合
計

四
五
0

③

帳
簿
の
億
付
及
び
保
存
(関
係
帳
簿
の
補
付
)

イ
、
あ

る
;
;
:
!
:
:
:
!
:
!

:
"
三

九
八
(
八
八
%
)

ロ
、
な

い
!
!
!
!
!
!
!
!
ー
!
四
二

(
九
%
)

ハ
、
無
記
入
:
!
!
:
!
-
:
:
:
;
!
!
:
!

-
○

合
計

四
五
0

⑥

非
行
政
書
士
の
取
締

ー
、
書
士
会
に
入
会
し
て
な
い
者
が
業
務
を

イ
、
し
て
い
る
:
!
↓
:
!
!
:
!
:
:
!
!
六

一
(
一
四
%
)

ロ
、
し
て
い
な
い
!
:
:
:
!
:
:
!
:
二
四
0
(五
三
%
)

ハ
、
不

明
:
!
:
:
;
!
:
!
!
:
!
･二

四
九

合
計

四
五
○

2
、
行
政
書
士
と
紛
わ
し
い
者
の
行
政
書
士
業
務
を
行

な
っ
て
い
る
者
が

イ
、
し
て
い
る
:
≦

'
:
:
!
:
"
!
!

五
四
(
一
二
%
)

口
、
し
て
い
な
い
!
ー
!
:
!
二
三
三
(五
二
%
)

ハ
、
不

明
!
!
ー
!
!
!
!
!
=
会
一

合
計

四
五
○

ー 2 ー

2
、
協

議

イ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
率
が
よ
く
な
い
。

ロ
、
場
出
看
板
の
名
称
は
必
ず
法
で
定
め
ら
れ
た
字
句
を

入
れ
る
こ
と
。
8
月
末
日
ま
で
必
ず
正
し
い
も
の
に
す

る
こ
と
。

様式
膚

隅
凝
)事血

ハ
、
補
助
者
に
つ
い
て

補
助
者
を
使
用

(廃
止
)
L
た
と
き
は
必
ず
届
け
出

る
こ
と
。

(
会
則
総
P
様
式
2
に
よ
る
)

二
、
書
類
の
作
成
に
つ
い
て

末
尾
に
署
名
捺
印

(職
印
)
を
す
る
こ
と
。

書̂
士
一法
【9
条
第
"4
項
に
よ
る
〕

6
、
議
事
録
署
名
員
に
、
広
本
弥
平
治
、
丹
羽
繁
両
氏
を
選

出
。

7
、
昭
和
43
年
度
事
業
経
過
報
告

昭
和
43
年
度
収
支
決
算
報
告

監
査
報
告
あ
っ
て
、
以
上
承
認

8
、
昭
和
44
年
度
事
業
計
画
案
:
!
-
承
認

昭
和
44
年
度
収
支
予
算
案
!
!承
認

9
、
理
事
の
補
欠
選
任
の
件

支
部
理
事
と
し
て
北
域
青
松
氏

中
、
代
議
員
の
補
欠
選
任
の
件

高
橋
武
次
、
松
田
森
蔵
両
氏
を
選
任

=
、
綱
紀
委
員
改
選
鴉
認
辱
伴

三
井
隆
信
、
丹
羽

繁
両
氏
を
承
認
決
定
以

上

空
知
支
部
総
会
並
び
に

研
修
会

一
、
日

時

昭
和
44
年
4
月
19
日

午
前
10
時

一
、
場

所

岩
見
沢
市
ー
条
6
丁
目

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
会
館
2
階

｢
出
席
者

支
部
会
員
卸
名

委
任
状
旧
名

総
会
次
第

ー
、
開
会
の
辞
:
:
:
!
中
野
敦
雄
氏

2
、
支
部
長
挨
拶
:
:
:
今
村
竜
太
郎
氏

3
、
来
賓
の
こ
と
ば
:
･北
海
道
行
政
書
士
会
長
渡
辺
慶
吉
民

4
、
議
事
日
程
の
宣
言

5
、
議
長
の
選
出
ー
!
笹
田
盤
氏
議
長
と
な
る

6
、
議
事
録
署
名
員
及
び
記
録
員
の
選
出

後
醸

勲
氏
:
議
事
録
署
名
員

岩
崎
雑
作
氏
!
記
録
員
に
夫
々
選
出
さ
る

7
、
報
告
事
項

の

昭
和
43
年
度
業
務
報
告

刊
,

　　
　

ー
“、】
‐-‐
--
‘:‘

′‐･:
-:-‘;
、
ti
t-
lil
t“
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r
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群
総
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き
講
轉
回
講
群
鑓
甜
轡
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渕
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縦
鷲
"事
洲
尋
豪
雪
き
か
。リ
ニ
キ
ド三
鰭

き
州
溺

3
、
税
法
に
つ
い
て

支
部
会
員
今
井
功
氏

相
続
、
譲
渡
、
遺
産
、
贈
与
等

釧
路
支
部
総
会

日

時

昭
和
44
年
5
月
10
日

午
後
2
時

と
こ
ろ

釧
路
市
三
吉
会
館

出
席
者

会
員
旧
名
、
委
任
状
惨
名

来

賓

釧
路
支
庁
長
代
理
、
釧
路
市
長
代
理
、
北
海
道
行
政

書
士
会
総
務
部
長
犬
飼
竹
治
氏

議

事

昭
和
43
年
度
事
業
報
告

昭
和
43
年
度
決
算
報
告
;
･共
に
承
認

昭
和
44
年
度
事
業
計
画
案

昭
和
44
年
度
予
算
案
!
･原
案
承
認
可
決

特
に
本
年
度
計
画
重
点

ー
、
機
関
紙
支
部
報
の
発
行

四
回

2
、
会
員
の
実
態
調
査
と
改
善

3
、
研
習
会
を
2
回
以
上
行
な
う

4
、
毎
月
定
例
役
員
会
を
行
な
い
改
善
す
る

5
、
支
部
規
約
改
正

(4
月
総
会
を
5
月
と
す
る
)

6
、
支
部
会
費
と
し
て
月
加
円
を
徴
収

十
勝
支
部
総
会

日

時

昭
和
44
年
4
月
26
日

午
後
5
時

と
こ
ろ

河
東
郡
上
士
幌
糠
平

泉
翠
館

出
席
者

会
員
第
名

来

賓

北
海
道
行
政
書
士
会
副
会
長

佐
藤
幸
之
助
氏

議

事
ー
、
開
会
挨
拶
↓
･支
部
長

祝
辞

本
会
副
会
長
佐
藤
幸
之
助
氏

昭
和
43
年
度
事
業
報
告

懇

昭
和
43
年
度
収
支
決
算
報
告

礎
ミ

フ
ラ
守
ス
、
イ
ギ
リ
ス
の
方
面
に
旅
行
で
す
。
留
竜
翁
宜

し
く
願
い
ま
す
。
気
候
は
北
海
道
の
五
月
末
頃
の
様
咋
す

が
朝
は
寒
い
所
で
す
。
皆
さ
ん
に
宜
し
く
。

オ
ラ
ン
ダ
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
て

荒

慶
次
郎

北
海
道
行
政
書
士
会
長
様

◎
日
本
行
政
書
士
会
連
合
会

会
計
監
査
会

一
、
日

時

昭
和
44
年
4
月
28
日

午
前
10
時

一
、
場

所

東
京
都
文
京
区
本
郷
五
丁
目

鳳
明
館
本
館

一
、
出
席
者

橋
本
会
長
、
種
本
、
渡
辺
、
佐
野
の
三
副
会
長

監
事

石
井
、
臼
杵
、
広
田
監
事
代
理

田
沢
忠
二
(京
都
会
副
会
長
)
の
三
名

藤
山
常
任
理
事

一
、
状

況

定
刻
よ
り
会
場
に
参
集
、
大
倉
経
理
理
事
の
持

参
せ
る
経
理
関
係
諸
帳
簿
を
監
事
に
提
示
し
、

詳
細
に
亘
り
監
査
を
受
け
た
が
総
て
正
確
で
あ

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
経
理
部
長
と
し
て
出

席
し
て
い
る
の
で
特
に
無
事
終
了
し
た
こ
と
は

喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
監
事
三
名
よ
り
署
名

捺
印
を
貰
う
。
正
午
無
事
監
査
会
は
終
了
し

た
。

(渡
辺
慶
吉
氏
報
告
)

◎
日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
定
時

総
会
提
出
議
案
審
議
に
出
席

一
、
日

時

昭
和
44
年
4
月
28
日

午
後
ー
時

一
、
場

所

東
京
都
文
京
区
本
郷
五
丁
目

風
明
館
本
館

一
、
出
席
者

日
行
連
会
長
橋
本
、
副
会
長
種
本
、
渡
辺
、
佐

野
常
任
理
事
、
理
事
、
各
支
部
長
等
約
卸
名

一
、
議

事

ト
、
会
長
よ
り
議
案
の
概
要
に
就
い
て
説
明
。

イ
、
総
会
の
日
時
は
昭
和
44
年
5
月
19
日
午
後
!
時

監
事
の
監
査
報
告
が
あ
っ
て
承
認
さ
れ
る

2
、
昭
和
44
年
度
の
事
業
計
画

昭
和
44
年
度
の
収
支
予
算
案

担
当
理
事
の
提
案
理
由
の
説
明
に
よ
り
原
案
通
り
可

決

3
、
非
行
政
書
士
防
止
対
策
と
し
て
諸
官
公
署
の
窓
口
に
対

し
他
の
法
令
に
属
し
な
い
一
般
書
類
の
作
成
に
つ
い
て
は

行
政
書
士
以
外
の
提
出
を
受
理
し
な
い
よ
う
申
入
れ
る
。

4
、
其
の
他
本
会
に
対
す
る
要
望
二
、
三
あ
っ
て
終
了
。

札
幌
支
部
総
会

日

時

昭
和
44
年
4
月
12
日

午
後
ー
時

と
こ
ろ

札
幌
市
北
3
西
7

富
士
屋
ホ
テ
ル

出
席
者

会
員
碑
名

議

事

開
会
の
辞

副
支
部
長
大
堀
俊
雄
氏

支
部
長
挨
拶

森
口
松
太
郎
氏

議
長
に
野
崎
幸
氏
選
ば
れ
同
氏
の
挨
拶
に
引
続
き

議
事
録
署
名
員
に
成
沢
梅
次
郎
氏
、
記
録
員
に
遠
藤

潔
氏
、
作
田
肇
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

議

案

①
昭
和
43
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

②
同

収
支
決
算
報
告
承
認
の
件

③
昭
和
44
年
度
事
業
計
画
案
承
認
の
件

①
同

収
支
予
算
案
承
認
の
件

監
事
新
谷
参
四
郎
氏
の
書
類
諸
帳
簿
の
監
査
結
果

報
告
の
あ
と
、
事
業
報
告
及
び
計
画
案
に
つ
い
て
は

業
務
部
長
高
田
敏
一
氏
、
収
支
決
算
報
告
及
び
予
算

難
に
つ
い
て
は
総
務
部
長
成
田
正
幸
氏
よ
り
説
明
あ

り
活
発
な
る
質
疑
応
答
、
意
見
希
望
等
あ
っ
て
全
議

案
に
つ
い
て
満
場
一
致
割
れ
る
よ
う
な
拍
手
の
禅
に

可
決
議
案
を
議
了
し
議
長
降
壇
し
た
。

弓
続
き
社
会
保
険
労
務
士
の
免
許
申
請
そ
の
後
の

口
、
場
所

京
都
市
国
際
会
館

国̂
営
会
議
場
)

ハ
、
京
都
駅
よ
り
国
際
会
館
ま
で
往
復
は
バ
ス
を
特
設
出

席
者
の
便
を
計
る
。
但
し
任
意
の
往
復
者
は
こ
の
限
り

で
は
な
い
。

二
、
其
の
他
総
会
終
了
の
翌
日
約
5
時
間
の
予
定
で
市
内

観
光
に
参
加
す
る
会
員
の
た
め
、
バ
ス
を
チ
ャ
ー
タ
ー

す
る
。
ー
人
宛
一
、0
0
0
円
は
各
自
の
負
担
と
す
る
。

･:
!
以
上
決
定
。

2
、
常
任
理
事
東
京
在
住
藤
田
戒
三
氏
4
月
26
日
死
亡
さ
れ

た
旨
報
告
。

3
、
事
業
報
告

イ
、
昭
和
43
年
度
事
業
報
告
は
佐
野
副
会
長
担
当

ロ
、
社
会
保
険
労
務
士
関
係
報
告
は

常
任
理
事

藤
山
利
夫
(北
海
道
)

常
任
理
事

青
木
奈
良
吉
(大
阪
)

ハ
、
昭
和
43
年
度
収
支
決
算
報
告
は
、
渡
辺
副
会
長

細
部
に
亘
る
こ
と
は
大
倉
常
任
理
事

二
、
昭
和
44
年
度
収
支
予
算
案
に
つ
い
て
は
、渡
辺
副
会
長

ホ
、
昭
和
44
年
度
事
業
計
画
案
に
つ
い
て
は
、種
本
副
会
長

其

の
他

翌
4
月
椥
日
午
前
10
時
よ
り
日
行
連
橋
本
会
長
藤
山
氏
と

共
に
3
人
で
労
働
省
社
会
保
険
労
務
士
施
行
管
理
室
長
八
木

高
生
氏
及
び
室
長
補
佐
関
根
良
作
氏
を
訪
問
し
、
労
務
士
免

許
申
請
の
状
態
及
び
免
許
証
交
付
に
つ
い
て
そ
の
促
進
方
を

強
く
要
請
し
た
と
こ
ろ
、
5
月
中
に
交
付
す
る
よ
う
現
在
ア

ル
バ
イ
ト
を
使
用
す
る
外
事
務
処
理
の
た
め
残
業
を
重
ね
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

(渡
辺
慶
吉
氏
報
告
)

　　

　

企
画
部
よ
り
お
願
い

会
報
の
内
容
の
充
実
を
計
る
た
め
、
会
員
諸
氏
の
ご
協
力
を

北 海 道 行 政 書 士 会 報 (第45号)

②

昭
和
43
年
度
収
支
決
算
報
告

一
括
上
提
夫
々
承
認
さ
れ
る

③

昭
和
44
年
度
道
書
土
会
定
時
総
会
顛
末
報
告
ー
･中
野

代
議
員
よ
り

8
、
議

事

○

昭
和
44
年
度
収
支
予
算
案

②

昭
和
44
年
度
事
業
計
画
案

支
部
理
事
よ
り
夫
々
説
明
あ
り
二
、
三
の
質
問
が

あ
っ
た
が
原
案
通
可
決

9
、
協
議
事
項

の

未
納
会
費
納
入
方
依
頼

②

未
入
会
登
録
者
の
入
会
勧
奨
方
に
つ
い
て

③

非
行
政
書
士
の
取
締
り
に
つ
い
て

④

そ
の
他

紛
、
質
疑
応
答

=
、
閉
会
の
挨
拶
:
"
:
:
･今
村
支
部
長

綾
、
報
告
事
項
の
追
加
と
し
て

栩

本
会
の
代
議
員
!
･中
野
敷
雄
氏

篠
田
久
雄
氏

尾
関
時
雄
氏

回

綱
紀
委
員
:
:
:
:
杉
本
義
衛
氏

協
、
空
知
支
部
管
内
事
務
所
訪
問
情
況
の
報
告

以

上

引
続
き
研
修
会

l
、
農
地
法
関
係
説
明

講
師
!
空
知
支
庁
農
地
係
長
竹
内
氏

日
[知

外
に
岩
見
沢
市
農
業
委
員
会
よ
り
3
名
、
農
地

月5

法
改
正

(
一
部
)
に
つ
い
て
の
概
要
の
説
明
と

年

質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。

2
、
労
災
保
険
法
に
つ
い
て

講
師
!
岩
見
沢
署
の
八
木
氏
、
極
め
て
詳
細
な
る
説
明

が
ト,あ
っ
た
“

動
向
及
び
行
政
書
士
法
二
部
改
正
に
伴
う
行
政
書
士

の
将
来
と
題
し
て
本
会
藤
山
副
会
長
の
約
一
時
間
に

亘
る
説
明
が
あ
り
、
本
会
渡
辺
会
長
の
挨
拶
が
あ
っ

て
本
総
会
は
盛
大
狸
に
終
了
し
続
い
て
懇
親
会
バ
J

テ
ー
を
開
催
し
た
。

札
幌
支
部
研
習
会

日

時

昭
和
44
年
4
月
26
日

午
後
ー
時

場

所

札
幌
市
北
ー
条
西
11
丁
目

昭和44年 5月20日

林
野
共
済
会
館

北 海 道 行 政 書 士 会 報

研
修
科
目
建
設
業
者
登
録
申
請
手
続

講

師

石
狩
支
庁
拓
殖
課

佐
治
土
木
係
長

武
蔵
主
事

出
席
人
員
釧
名

状

況前
年
度
の
研
修
会
に
か
ん
が
み
尚
会
員
の
希
望
を
入
れ

て
、
変
更
届
と
決
算
報
告
書
作
成
に
重
点
を
置
き
説
明
を
受

け
、
終
始
熱
心
な
質
疑
応
答
が
あ
り
、
引
続
い
て
現
在
の
登

録
制
が
許
可
制
に
改
正
さ
れ
る
政
府
案
に
つ
い
て
概
要
の
説

明
あ
り
有
意
義
に
研
修
会
を
閉
会
し
た
。
尚
、
今
後
の
研
修

の
予
定
は
業
務
上
関
係
あ
る
所
得
税
法
の
解
説
及
び
手
続
又

は
農
地
法
の
手
続
に
つ
い
て
五
月
中
に
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

◎
荒
旭
川
支
部
長
欧
州
視
察

(第45号)

全
国
優
良
保
護
司
と
し
て
欧
州
の
司
法
保
護
の
状
況
視
察

の
た
め
渡
欧
し
、
旅
先
か
ら
次
の
音
信
が
本
会
宛
到
着
。

御
無
沙
汰
い
た
し
ま
し
た
。
三
月
二
十
七
日
羽
田
発
二
十

八
日
ロ
ー
マ
に
到
着
、
ナ
ポ
リ
を
振
出
し
に
イ
タ
リ
ヤ
の

各
都
市
ス
イ
ス、
西
ド
イ
ツ
等
の
各
都
市
を
見
学
、
今
日

は
オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
着
き
ま
し
た
。

〔人

口
一
二
〇
万
)
立
派
な
都
市
で
す
。
明
日
は
ベ
ル
ギ
ー
、



戴
き
た
く
思
い
ま
す
の
で
業
務
上
の
体
験
記
、
質
疑
事
項
、
そ

の
他
お
気
付
き
の
点
あ
り
ま
し
た
ら
投
稿
下
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

企
画
部
と
致
し
ま
し
て
も
よ
り
良
い
紙
面
作
り
に
努
力
致
し

会

員
移

動

◇

入

会

報会±書政行

,

道海しし　　　

　

一
･
三
一八

一
･
一
二
七

-
･
-
-
≠
ハ

一
･
ニ
ー五

て

=
一四

一
･
一
-
=
-

一
･
一
二
二

会
員
番
号

西

村

方
寿
古

三

宅

正

一

小

山

二

郎

川

股

忠

機

桑

名

丙
五
郎

新

田

一
雄

舛

井

斎

氏

名

釧

路

根

室

札

幌

旭

川

小

樽
"
札

幌

支

部

44
･4
･M

44
･4
･杵

44
･4
･=

44
･4
11

44
･3
･第

44
･3
･第

44
･3
･20

年
月
日

一
･
一
三
五

一
･
一三
四

て

一
三
三

一
･
一
三
二

一
･
-
三
一

一
･
一
三
O

一
･
三
一九

会
員
番
号

山

洞

金

恵

小
路
谷

重
太
郎

土

田

良

男

小
笠
原

実

瀬

戸

勇

田

口

春

雄

石

黒

敏

雄

氏

名

旭

川

釧

路

網

走

函

館

旭

川

宗

谷

釧

路
･

支

部

44
･
5
･9

44
･5
･6

得
14
･28

44
･4
･第

44
.4
.四

44
.4
.15

44
.4
,14

年
月
日

札

幌

支

部

一
三
二

会
員
番
号

井

本

勝

雄

氏

名

札
幌
市
大
通
西
曽
丁
目

北
日
ピ
ル

事

務

所

44
･
5

･
ー

退
会
月
日

処
分
退
会

備

考

◇

退

会

にJ　昭
月20日昭和44年 5月20日　

　
　
　
　
　　

海

《カ
タ
コ
ン
ベ
(地
下
教
会
堂
)》

し
しゴ

大
浴
場
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
外
ロ
ー
マ
に
は
、
噴
水

広
場
･
寺
院
･
彫
像
等
が
多
く
見
ら
れ
、
最
近
の
建
物
と
し
て

は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
場
跡

･
ム
ッ
ソ
リ
ー
こ
計
画
の
無
柱
ロ

i
マ
駅
等
が
あ
る
。

③

ナ

ポ

リ

ナ
ポ
リ
は
南
イ
タ
リ
ア
西
海
岸
に
あ
り
ロ
ー
マ
か
ら
バ
ス
で

四
時
間
程
を
要
す
る
。
こ
の
間
の
道
路
は
太
陽
道
路
と
い
わ

れ
、
道
路
が
大
へ
ん
広
く
延
々
と
続
く
の
で
太
陽
も
そ
れ
を
一

男
時
に
服
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
こ
の
名
が
あ
る
o
ナ
ポ
リ
は

4

人
口
十
二
万
程
小
さ
な
町
で
あ
る
が
、
シ
ド
ニ
ー
や
リ
オ
デ
ジ

行 政 書 士 会 報

ャ
ネ
イ
ロ
等
と
共
に
世
界
三
大
業
港
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

海
は
深
く
そ
し
て
青
く
き
れ
い
で
、
は
る
か
に
ベ
ス
ビ
オ
火
山

関
澤
1
ー
;

＼
!

-

　　　　
　
　　
　
　
　　

　　

て
お
り
ま
す
。

本
号
よ
り
業
務
資
料
欄
を
設
け
ま
し
た
の
で
参
考
に
し
て
戴

け
れ
ば
幸
で
す
。

を
の
ぞ
み
噂
季
を
通
じ
眺
め
は
実
に
す
ば
ら
し
い
o
私
進
上
行

は
海
岸
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
を
と
っ
た
が
、
そ
の
す
ぐ
強
く

に
海
に
突
き
出
た
島
よ
う
の
所
に
城
の
よ
う
な
の
が
あ
る
の
で

尋
ね
る
と
、
そ
れ
は
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
の
政
事
犯
を
収
容
し
た

と
こ
ろ
だ
と
い
う
。
ナ
ポ
リ
は
古
代
は
ギ
リ
シ
ャ
の
殖
民
地
で

あ
り
、
十
三
世
紀
頃
王
国
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
カ
メ
オ
の

産
地
と
し
て
知
ら
れ
代
表
工
場
を
視
察
し
た
が
よ
い
製
品
の
み

で
値
段
も
高
価
な
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

④

ボ
ン
ベ
イ

ナ
ポ
リ
か
ら
バ
ス
で
ベ
ス
ピ
オ
火
山
の
麓
を
通
り
一
時
間
程

で
ポ
ン
ペ
イ
の
町
に
着
く
。
こ
の
町
の
す
ぐ
近
く
に
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
紀
元
前
の
文
化
都
市
の
遺
跡
が
あ
る
。
こ
こ
は
紀
元

前
に
お
い
て
既
に
人
口
が
三
万
位
あ
っ
て
都
市
国
家
を
作
っ
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
ベ
ス
ビ
オ
山
が
七
九
年
に
大
爆

発
を
起
し
、
何
十
m
の
火
山
灰
の
為
め
町
は
埋
も
れ
て
し
ま
っ

た
。
そ
れ
を
十
八
世
紀
の
中
頃
か
ら
発
掘
が
始
め
ら
れ
、
そ
の

三
分
の
二
が
あ
か
る
み
に
で
た
の
で
あ
る
。
そ
の
跡
が
よ
く
保

存
さ
れ
て
お
り
古
代
都
市
と
し
て
は
世
界
で
も
他
に
そ
の
比
を

見
な
い
。
そ
れ
は
都
市
計
画
が
整
然
と
し
て
お
り
、
役
所
･
神

殿
･
劇
場
･
浴
場
･
広
場
･
市
場
な
ど
の
公
共
建
物
を
始
め
一

般
市
民
の
住
居
･
食
堂
･
店
舗
等
昔
時
の
ま
ま
を
見
る
こ
と
が

で
き
、
古
代
の
市
民
生
活
を
し
の
ば
れ
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
こ

こ
も
町
の
周
囲
に
は
外
敵
に
備
え
城
壁
を
め
ぐ
ら
し
八
つ
の
門

が
あ
る
。
道
路
は
す
べ
て
だ
た
み
舗
装
･
人
道
と
車
道
を
区
別

し
、
車
道
の
両
端
は
当
時
の
馬
車
の
轍
で
跡
が
深
く
き
ざ
ま
れ

て
あ
る
。
ま
た
食
堂
そ
の
他
建
物
の
壁
に
は
静
物
･
風
景
･
肖

像
画
等
で
か
ざ
ら
れ
る
当
時
の
市
民
生
産
と
文
化
の
進
ん
で
い

た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

◎

カ
タ
コ
ン
ベ

こ
れ
は
地
下
に
作
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
墓
で
、
紀
元
後

間
も
な
く
キ
リ
ス
ト
教
を
禁
じ
ら
れ
た
国
で
信
者
達
が
政
府
の

目
を
の
が
れ
地
下
に
も
ぐ
り
礼
拝
や
儀
式
ま
た
死
者
を
葬
っ
た

と
上
る
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
の
各
地
に
は
昔
時
の
ま
ま
残
っ
て

欧

州

の
旅

箕
の
琶

総
務
部
長

犬

飼

竹

治

前
号
で
は
イ
タ
リ
ア
の
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
か
ら
バ
チ
カ
ン
市
国

ま
で
の
と
こ
ろ
を
述
べ
た
が
、
そ
れ
に
続
い
て
ロ
ー
マ
の
遺
跡

と
ナ
ポ
リ

･
ポ
ン
ペ
イ
等
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
。
ロ
ー
マ

は
古
い
都
な
の
で
紀
元
前
か
ら
の
遺
跡
が
各
所
に
見
ら
れ
ロ
ー

マ
の
偉
大
さ
を
し
の
ぶ
に
あ
ま
り
あ
る
。
ロ
ー
マ
市
内
に
は
有

名
な
七
つ
の
丘
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
丘
の
ま
わ
り
に
街
が
形

成
さ
れ
て
お
り
、
市
街
の
回
り
に
は
昔
な
が
ら
の
、
レ
ン
ガ
で

造
ら
れ
た
城
壁
で
か
こ
ま
れ
、
そ
の
長
さ
は
十
四
蛔
に
及
ん
で

い
る
。
そ
の
城
内
に
神
殿
や
コ
ロ
ッ
セ
オ
そ
の
他
の
遺
跡
が
多

く
、
こ
れ
ら
は
長
い
年
月
の
間
土
中
に
埋
も
れ
た
も
の
を
十
八

世
紀
項
か
ら
発
掘
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

の

円
形
闘
技
場

(
コ
ロ
ッ
セ
オ
)

コ
ロ
ッ
セ
オ
と
は
巨
大
を
意
味
し
、
一
世
紀
末
ロ
ー
マ
皇
帝

に
よ
っ
て
起
工
さ
れ
、
十
年
の
歳
月
を
要
し
完
成
し
た
と
い

う
。
石
造
り
で
四
階
建
、
高
さ
は
四
十
八
m
も
あ
り
、
周
囲
五

百
m
、
最
も
長
い
と
こ
ろ
で
百
八
十
m
余
あ
っ
て
、
こ
の
中
に

は
五
万
の
観
客
を
収
容
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
闘
技
場

で
は
人
と
人
の
流
血
の
剣
闘
が
な
さ
れ
、
そ
れ
を
観
覧
さ
せ
ま

た
キ
リ
ス
ト
教
信
者
と
ラ
イ
オ
ン
と
を
格
闘
さ
せ
ラ
イ
オ
ン
の

餌
食
に
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
流
血
の
間
技

は
古
代
ロ
ー
マ
の
闘
争
精
神
を
盛
ん
に
し
、
キ
リ
ス
ト
教
信
者

に
対
し
て
は
圧
迫
の
手
段
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

②

カ
ラ
カ
ラ
浴
場
跡

カ
ラ
カ
ラ
浴
場
も
巨
大
な
遺
跡
で
三
世
紀
頃
、
カ
ラ
カ
ラ
皇

帝
の
と
き
建
設
さ
れ
た
も
の
、
今
で
は
外
壁
も
崩
れ
落
ち
残
り

の
外
壁
･
階
段
等
の
モ
ザ
イ
ク
模
様
、
そ
れ
に
人
馬
の
絵
図
等

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
程
度
で
あ
る
が
、当
時
は
冷
浴
･
温
浴
･

熱
浴
場
等
が
設
備
さ
れ
ま
た
大
ホ
ー
ル
･
娯
楽
場
等
も
設
備
さ

ー 6 -

社
交
を
か
ね
た

お
り
、
大
き
い
カ
タ
コ
ン
ベ
に
な
る
と
地
下
壕
が
数
虚
に
及
ぶ

も
の
も
あ
る
。
私
達
は
ポ
ン
ペ
イ
か
ら
ロ
ー
マ
に
帰
路
視
察
し

た
の
で
あ
る
が
、
地
下
の
岩
を
掘
り
大
広
間
を
作
り
そ
と
で
礼

拝
や
儀
式
を
行
な
い
、
ま
た
人
の
歩
け
る
程
に
四
方
八
方
そ
し

て
地
下
二
階
三
階
と
掘
り
下
げ
、
通
り
路
の
両
側
に
は
人
の
入

れ
る
だ
け
の
穴
を
階
段
式
に
掘
り
、
そ
こ
に
死
者
を
葬
っ
た
と

い
う
の
で
あ
る
。
私
達
の
見
た
こ
の
カ
タ
コ
ン
ベ
で
は
二
、
三

体
を
残
し
他
は
共
同
墓
地
に
移
し
た
と
い
っ
て
い
た
が
、
残
っ

て
い
た
遺
骸
は
二
千
年
近
く
も
前
の
で
あ
り
ミ
イ
ラ
と
な
っ
て

い
た
。

(次
号
に
続
く
)

本
州
旅
行
の
思
い
出

総
務
部
長

犬

飼

竹

治

去
る
三
月
二
十
六
日
朝
の
四
時
自
動
車
で
札
幌
を
出
発
、
函

館
で
車
を
連
絡
船
に
積
み
青
森
で
下
船
し
国
道
四
号
線
を
南

?

下
、
途
中
松
島
.
日
光
に
寄
り
宇
都
宮
を
経
て
日
本
橋
へ
、
そ

一

し
て
東
京
に
車
を
置
き
東
京
か
ら
は
超
特
を
利
用
、
伊
勢
･
京

都
･
大
阪
を
視
察
し
て
四
月
六
日
帰
礼
し
た
が
、
そ
の
間
に
お

け
る
交
通
そ
の
他
を
思
い
出
し
て
見
よ
う
。

札
幌
か
ら
函
館
迄
は
二
八
三
粁
あ
っ
た
。
青
森
に
着
い
た
の

は
夕
方
で
、
そ
こ
か
ら
一
時
間
程
か
か
り
浅
虫
温
泉
に
着
き
一

泊
、
翌
朝
浅
虫
を
立
っ
て
宮
城
県
の
大
和
町
か
ら
松
島
へ
出
て

翌
日
瑞
巌
寺
や
松
島
を
見
て
仙
台
か
ら
福
島
県
を
通
り
、
栃
木

県
の
矢
板
の
町
に
着
い
た
頃
は
暗
く
な
っ
て
い
た
。
矢
板
か
ら

近
路
で
日
光
に
行
き
更
に
山
道
を
上
り
、
い
ろ
は
坂
と
い
う
蛇

の
よ
う
な
急
坂
を
通
り
、
よ
う
や
く
に
し
て
夜
八
時
過
ぎ
上
日

光
の
温
泉
宿
に
着
い
た
。
こ
こ
で
車
を
や
す
め
、
翌
二
十
八
日

十
時
宿
を
出
て
日
光
に
下
り
二
時
間
程
参
詣
を
し
た
。
日
光
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
き
う
に
結
構
な
と
こ
ろ
だ
と
い
わ
れ
る

が
、
日
暮
門
は
華
麗
の
限
り
を
尽
し
国
宝
に
な
っ
て
い
る
こ
と

は
知
る
と
こ
ろ
。
次
は
盗
難
除
の
猿
と
い
う
の
が
あ
る
。
東
照　
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三等
等
,
衰
と
峠
き
=汎
下=
転
封
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事
聴
い
J亡
ち
ぢ
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群
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報
匙鬘
:
業=
.}
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辞
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ゞ
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雛
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tL-
ノ
ー
琺
岱“吏請
-を
汽残
335
野
醇
す
ぎ
既緊
張
出=
は
て濯
序
濃
'ト震
芝
川
、
5"掟
幇
度
くり
鬘
げは
が匡
キヨ
ノ“

官
の
社
務
所
か
ら
朱
塗
の
束
回
廊
に
出
る
間
道
で
鉄
の
廊
下
と

)

白
木
の
廊
下
が
あ
っ
て
、
鍼
の
廊
下
の
中
央
に
猿
の
絵
を
描
い

鰐
た
鉄
の
額
が
掲
げ
て
あ
る
o
こ
れ
が
盗
難
除
の
猿
で
･
一
匹
の

第

猿
が
子
猫
を
抱
き
短
い
竹
を
持
っ
て
左
方
の
肺
の
美
を
さ
し
て

い
る
。
こ
れ
に
は
そ
の
い
わ
れ
が
あ
る
が
省
略
す
る
。
不
思
議

に
盗
難
除
と
な
る
と
い
う
か
ら
、
猿
の
絵
を
か
き
泥
棒
の
入
り

そ
う
な
所
に
掲
げ
て
お
く
と
効
果
て
き
め
ん
か
も
知
れ
な
い
。

次
に
見
ざ
る
、
聞
か
ざ
る
、
云
わ
ざ
る
の
三
猿
が
あ
っ
て
、
こ

れ
は
厩
の
欄
間
に
彫
刻
さ
れ
、
こ
の
彫
刻
が
八
つ
あ
っ
て
生
れ

て
か
ら
死
ぬ
迄
の
教
訓
と
さ
れ
、
こ
の
八
つ
の
中
二
番
目
の
三

猿
が
そ
れ
で
、
世
の
中
の
悪
い
こ
と
は
見
ま
い
、
聞
く
ま
い
、

報

話
す
ま
い
の
教
訓
と
も
い
わ
れ
て
い
る
o

会

話
は
余
談
に
な
っ
た
が
、
昼
過
ぎ
日
光
を
後
に
宇
都
宮
へ
の

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

書

き
た
の
で
あ
る
。
青
森
か
ら
日
本
橋
迄
横
遣
し
た
と
こ
ろ
を
除

政

く
と
七
五
一
粁
に
な
る
。
こ
の
道
路
は
全
部
舗
装
さ
れ
て
い
る

一行
"
と
い
い
た
い
が
、
青
森
、
岩
手
、
仙
台
北
部
そ
の
他
各
所
に
バ

道

イ
バ
ス
道
路
工
事
が
あ
り
、
ま
た
奥
州
等
で
は
橋
梁
の
上
が
悪

い
と
こ
ろ
が
相
当
あ
っ
て
減
速
し
な
け
れ
ば
通
れ
な
い
。
こ
れ

は
わ
ざ
と
悪
く
し
て
お
き
ス
ピ
ー
ド
を
出
せ
な
い
よ
う
に
し
て

し
しゴ

あ
る
の
だ
と
の
話
も
聞
い
た
。
し
か
し
そ
の
真
疑
は
わ
か
ら
な

い
。
ま
た
特
に
市
街
地
の
道
路
が
狭
く
、
人
は
軒
下
を
縫
う
よ

う
に
し
て
歩
い
て
い
る
所
が
あ
ま
り
に
も
多
い
。
純
に
は
図
の

よ
う
に
狭
い
な
が
ら
人
の
歩
く
と
こ
ろ
を
柵
で
区
分
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。‘
道
内
も
そ
う
だ
が
攪
か
白
線
で
区
分
ず
る
必

要
を
感
ず
る
。
ま
た
本
州
は
総
じ
て
バ
ス
運
転
者
は
停
留
所
で

R
一幻

左
側
に
寄
せ
な
い
で
停
車
す
る
。
だ
か
ら
後
続
車
は
迫
越
し
に

月

苦
労
と
危
険
を
ま
ね
く
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
奥
州
で
は
あ
ま

り
に
も
曲
り
道
が
多
過
ぎ
る
の
も
悪
い
面
で
の
特
徴
で
あ
る
。

次
に
安
全
運
動
で
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
は
交
通
安

全
宣
言
そ
の
他
の
標
示
を
し
て
P
R
に
努
め
て
い
る
。

｢む
り

な
諺
掛
ぞ
珍
実
は
鎚
ヴ
巨
う世
界
の
頤
交
通
安
全
｣
｢緑
十
字
し

｢私
の
誇
安
全
運
転
｣
そ
の
他
本
道
よ
り
多
く
掲
出
し
て
い

る
。
そ
こ
で
道
内
の
市
町
村
で
も
安
全
宣
言
そ
の
他
を
多
く
掲

出
す
る
こ
と
を
望
ん
で
や
ま
な
い
。

(以
下
次
号
)

事
務
局
日
誌

3

月

18
日

入
会

旭
川
ー

札
幌
ー

20
日

入
会

札
幌
ー

21
日

旭
川
支
部
総
会

渡
辺
会
長
出
席

笏
日

入
会

札
幌
ー

会
費
督
促
ハ
ガ
キ
引
通
発
送

.

27
日

第
1
回
綱
紀
委
員
会

第
日

入
会

小
樽
ー

29
日

事
務
所
移
転
に
つ
い
て
協
議

4
･

月

ー
日

入
会

旭
川
ー

3
日

綱
紀
委
員

(在
札
)、

会
員
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る

文
案
作
成
の
た
め
協
議

11
日

入
会

札
幌
ー

12
日

札
幌
支
部
総
会

14
日

入
会

根
室
ー

釧
路
2

綣
日

入
会

宗
谷
ー

19
日

宗
谷
支
部
総
会

24
日

会
費
督
促
ハ
ガ
キ
お
迩
発
送

26
日

第
2
回
綱
紀
委
員
会

,十
勝
支
部
総
会

佐
藤
副
会
長
出
席

28
日

日
行
達
支
部
長
、
理
事
会
議

会
長

(北
海
道
支
部
長
)
藤
山
副
会
長

(日
行
連
常
任

理
事
)
出
席

‘

種

　

　　
　

5

月

ー
日

札
幌

退
会
ー

6
日

釧
路

入
会
ー

9
日

旭
川

入
会
ー

10
日

釧
路
支
部
総
会

犬
飼
総
務
部
長
出
席

19
日

日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
定
時
総
会

22
日

会
費
督
促
ハ
ガ
キ
鞘
通
発
送

24
日

〃

"

競
通
発
送

◎
事
務
局
よ
り
お
願
い

会
費
納
入
に
就
い
て
お
願
い
。

会
則
第
郭
条
に
会
費
の
こ
と
に
就
い
て
規
定
さ
れ
更
に
別
表

第
ー
号
に
詳
細
説
明
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
毎
月
末

日
ま
で
に
翌
月
分
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
り
こ

す
。

一

本
会
で
は
、
5
ヵ
月
以
上
納
入
さ
れ
な
い
方
に
は
督
促
の
ハ

8

ガ
キ
で
お
願
い
し
、
そ
れ
で
も
納
入
さ
れ
な
い
方
に
は
内
容
証

一

明
を
発
送
し
ま
す
。
ご
多
忙
の
こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
督
促
ハ

ガ
キ
が
到
着
し
ま
し
た
ら
、
直
ち
に
送
金
し
て
下
さ
い
。
今
回

は
6
月
24
日
頃
内
容
証
明
書
を
発
行
す
る
予
定
で
す
。
未
だ
納

入
さ
れ
な
い
会
員
は
大
至
急
送
金
を
お
願
い
し
ま
す
。
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